
「ウズベキスタン・シルクロード×日本」の発見！

「文化学術トーク」

13：00～17：30
立正大学 石橋湛山記念講堂

お問い合わせ：日本ウズベキスタン・シルクロード財団 (会員センター）TEL:03-5901-9563　又は   立正大学  研究推進・地域連携課TEL:03-3492-8152 

10月 29日（土）2016年
東京都品川区大崎４－２－１６ 600席

参加について：当日会場にて受付を行います。満席の場合は入場をお断りする場合がございますので、予めご了承ください。

◇主催：一般財団法人日本ウズベキスタン・シルクロード財団  ◇共催：立正大学  ◇後援：外務省、品川区教育委員会

中 央 ア ジ ア

東急池上線 大崎広小路駅（ 徒歩 1 分）、山手線 大崎駅 西口（ 徒歩 5 分）、山手線 五反田駅 西口（ 徒歩 5 分） 
詳しくは立正大学のホームページをご覧ください。お車でのご来場はご遠慮ください。

 （受付 12:30 ～ ）

今回の文化学術シンポジウムは、日本ウズベキスタン・シルクロード財団の「国際交流活動 10周年事業」のひとつでシルクロードを通じた日本ウズベキスタンの国際交流の歴史を取り上げる機会です。
主催者の一般財団法人日本ウズベキスタン・シルクロード財団は、日本とウズベキスタンとのシルクロードを通じた長い歴史的な関係を活かしながら、スポーツを含む文化、芸術、学術、教育、科学技
術および観光振興、国際交流・経済対話促進の活動を行っています。共催者の立正大学は、ウズベキスタン共和国における古代仏教遺跡の発掘調査と研究を行っており、また立正大学とテルメズ考古博
物館との間では平成 27年度にズルマラ仏塔保存に関する合意書が署名されています。

熱く語る ?!

日本語

池上　悟　    立正大学文学部　教授・副学長
吉田　豊　    京都大学文学研究科　教授
松田　和信　佛教大学仏教学部　教授
臺信　祐爾　九州国立博物館学芸部　特任研究員
バヒリディノフ・マンスール　法学研究者
青木    健　    慶應義塾大学言語文化研究所　兼任所員
菅谷　文則　奈良県立橿原考古学研究所　所長

2016
日本ウズベキスタン・シルクロード財団
 国際交流活動10周年事業

ひとり 20 分間の
研究発表

シルクロード東京 ＜2016年秋 東京＞ 参加費無料
事前申込不要文化学術シンポジウム

「ウズベキスタン共和国の三尊仏」 １世紀　テルメズのファヤズテパ
この像はウズベキスタンの仏教美術の最高傑作とされています。ファヤズテパはユネスコ日本信託基金プロジェクトによって修復されました。

－ウズベキスタンと日本の古代文化の接点を探る－
新シルクロード・ディスカバリー



日本ウズベキスタン・シルクロード財団 

国際交流活動 10 周年事業協賛企業 

プラチナ協賛 サクラグローバルホールディング株式会社 

シルバー協賛 海光電業株式会社、春日商事株式会社 

鎌倉大仏殿 高徳院、有限会社サン・スライブ 

ブロンズ協賛 日本たばこ産業株式会社 

東川町東アジア地域交流促進協議会 

株式会社ラ フォーレ 2016/09/12現在
 一般財団法人日本ウズベキスタン・シルクロード財団

www.uzf.or.jp  
〒108-6028 東京都港区港南2-15-1 
品川インターシティA 棟28 階
TEL 03-6717-2829 FAX 03-6717-2880  

品川キャンパス 
〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16TEL:03-3492-2681
http://www.ris.ac.jp


